様式10
（5階建ホテル・旅館等直結直圧式）

協　　定　　書

京都市（以下「甲」という。）と（建築確認の申請者の氏名）（以下「乙」という。）は、第１条の建築物について、乙が令和　　年　　月（予定）から直結直圧式により給水を受けるに当たり、以下のとおり協定を締結する。
（直結直圧式により給水を受ける建築物）

第１条　乙が直結直圧式により給水を受ける建築物（以下「本件建築物」という。）は次の各号に掲げるとおりとする。
⑴　住　　　　所　　京都市　　区　　町　　番地
⑵　階　　　　層　　　　階
　⑶  旅館等の名称　　
（直結直圧式給水の短所等）

第２条　乙は、甲から、直結直圧式給水について、次の各号に掲げるような短所があることの説明を受け、これを了解するとともに、本件建築物において、断水、濁水、水圧低下等の発生により損害が生じたときであっても、甲に対して一切の異議、求償を申し立てないものとする。
⑴　断水した場合（事故、災害時のほか、検定期間の満了等により水道メーターを取り替える際にも断水する。）には直ちに給水が停止すること。

⑵　甲が行う水道工事や管洗浄作業により濁水が発生する場合には、その影響を受けることがあること。
⑶　配水管の水圧の変動により蛇口からの水の出が安定しないことがあること。
⑷　配水管の水圧の変更等により、増圧給水設備が必要になることがあること。
（宿泊者等からの苦情等）

第３条　乙は、断水、濁水、水圧低下等の発生により、本件建築物の宿泊者等から苦情等を申し立てられた場合、すべて自己の責任と負担において対応するものとする。
２　乙は、宿泊者等に損害が発生した場合、自己の責任と負担において解決し、甲に対して一切の負担を求めないものとする。

（水道工事等の際の甲からの指示）

第４条　乙は、今後必要な水道工事等の際、甲から、給水装置（逆流防止弁、定流量弁等の給水用具を含む。以下同じ。）の整備、取替え等の指示を受けた場合は、これに従うものとする。

（給水装置の点検・管理等）

第５条　乙は、本件建築物の給水装置を日頃から点検し、適切に管理するものとし、給水装置に破損、劣化その他の異常を確認したときは、自己の責任と負担において速やかに修繕又は交換するものとする。

２　乙は、前項の点検及び管理を指定工事業者○○に行わせるものとし、当該業者に変更のある場合は速やかに甲に届け出るものとする。

３　乙は、増圧給水設備が必要となった場合に備え、増圧給水設備を設置し、点検することができる場所、電源をあらかじめ確保するものとする。
（用途変更等）

第６条　乙は、本件建築物について、用途の変更等「直結式給水施行要領」に規定する適用条件に関する変更があったときは、直ちに甲に届け出て、対応について協議するものとする。
（給水装置の譲渡等）

第７条　乙は、本件建築物を第三者に譲渡し若しくは貸し付け、又は給水装置の使用者を第三者に変更する場合は、直ちに甲に届け出るとともに、この協定に定める事項の遵守を当該第三者から甲に誓約させるものとする。
この協定の成立を証するため、本書２通を作成し、甲は記名押印、乙は署名押印のうえ、各１通を保管する。

令和○○年○○月○○日

甲　京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町４８８番地

京都市

代表者　京都市公営企業管理者上下水道局長　吉川　雅則
乙　


